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( 1 ) たとえば、民法 234条 1項では、建物を築造するには境界線から 50 cm 以上の距離を
保たなければならないが、建築基準法では防火地域内にある建築物で外壁が耐火構造のも






































( 2 ) 諌早湾潮受け堤防の開門をめぐる訴訟は、まさに民事訴訟か当事者訴訟かの訴訟選択の
重要性を示している。
( 3 ) 個別行政法の定める法的仕組みを、法律、政令・省令・規則、委任条例等の下位法令、
通達・要綱等の行政内部の準則、さらにはガイドラインや実務上のマニュアル類の全体を
通して解釈する方法論を指す (橋本博之「行政法解釈の基礎―― ｢仕組み」から解く」日
本評論社、2013年、同「行政法研究双書 25 行政判例と仕組み解釈」弘文堂、2009 年)
( 4 ) たとえば、櫻井敬子・橋本博之「行政法第 5版」80頁 (弘文堂、2016年)
( 5 ) たとえば、海岸法 37 条の 4 の規定に基づく一般公共海岸区域の占用許可につき、法律
上の明確な許可基準の定めはないのに、判断考慮要素に着目した密度の高い裁量統制を行
い、裁量の逸脱濫用があって違法であると判断した最二小判平成 19 年 12月 7 日民集 61
巻 9号 3290頁






















































































































5-1 事件 (最判 S39.10.29)
事案 (事実関係と訴訟物) と判旨を説明しなさい。
Xとしてはどのような訴訟を提起すべきであったと考えますか。
② 行政判例ノート 5-2 事件 (最判 H7.11.7)











(5) 都市計画法 11条に基づく都市計画施設 (都市高速鉄道) を定める都
市計画は処分だと考えますか。判例がこの処分性を否定する理由は何です
か。
(6) 都市計画法 59 条 1項に基づく、都市高速鉄道小田急線の一部区間を
連続立体交差化することを内容とする都市計画施設の整備に関する都市計
画事業認可の処分性について説明できますか。
(7) 全国新幹線鉄道整備法 9 条 1項に基づく、成田新幹線工事実施計画に
対する国土交通大臣の認可の処分性 (行政判例ノート 16-13 事件最判
S53.12.8参照) について説明できますか。
(8) 土地区画整理事業計画の処分性について説明できますか。
① 行政判例ノート 16-14 (最判 S41.2.23) が土地区画整理事業計画の
処分性を否定した理由を説明できますか。
② 行政判例ノート 16-15 (最判 H20.9.10)
1 ) 判例が土地区画整理事業計画の処分性を肯定した最も重要な理由
は何か (計画にはどのような法的効力があると解しているか)。































⑤ 本判決の事案と平成 17 年 10月 25 日第三小法廷判決の事案の相違
点は何ですか。
















































③ 判決理由 4 (2) アの部分は何を論じているか。ここで都市計画に
関する都市計画法の規定を検討しているのは何故か。






































































































① 行政判例ノート 21-1 事件 (最判平 17.9.14 在外邦人選挙権訴訟)
について
1 ) 原告は何を請求しましたか (確認訴訟の部分に限る。)。








1 ) 長野勤評事件 (自己評定義務不存在確認請求事件) 最一小判
S47.11.30
2 ) 薬事法事件 (薬剤師の薬局開設許可義務不存在確認請求事件) 最
大判 S41.7.20
3 ) 横川川事件 (河川区域でないことの確認請求事件) 最三小判
H1.7.4







































1 ) 裁量処分 (裁量の余地のある行政作用) とはどういうものを言い
ますか。














3 ) 上記認可処分の違法判断基準は何か (どういう場合に違法だと判
断されるか)。
4 ) 最高裁の判断過程 (都市計画法の解釈を通してどのような考慮事
項を抽出し、どのような場合に違法となると判断したか) につい
て説明しなさい。
5 ) 原審の判断と最高裁の判断の分かれ目はどこにあったか (原審と
最高裁とで違法判断の枠組みは同じですか)。





























重要判例 群馬中央バス事件最判 S50.5.29行政判例ノート 12-3 事
件
7．取消判決の効力




ノート 16-9事件) や横浜市保育所条例事件最高裁判決 H21.11.26 (行政




















































(2) 老人福祉法 11条 1項 1 号に基づく養護老人ホームへの入所申請をし
たが拒否された場合、いかなる訴訟を提起すべきか。
(3) 外国人の在留特別許可の義務づけを求める訴えの行訴法上の問題点を
論じなさい。
(4) 義務付け判決について取消判決の第三者効の規定が準用されていない
のは何故か説明できますか。また、その結果、どのような問題が生じます
か。その問題に対してはどのように対応すべきですか。
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